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富
田
広
士
教
授
略
歴

一
九
五
〇
年
四
月
六
日　

東
京
都
に
生
ま
れ
る

学
　
歴

一
九
六
九
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
入
学

一
九
七
一
年　

八
月　
　
　
　

米
国
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
留
学
（
サ
ン
ケ
イ
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
海
外
留
学
特
別
奨
学
生
第
八
回
生
）（
～
一
九

七
二
年
九
月
）

一
九
七
四
年　

三
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

一
九
七
六
年　

三
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
七
九
年　

三
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学

一
九
七
九
年　

九
月　
　
　
　

エ
ジ
プ
ト
、
カ
イ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
ア
ラ
ビ
ア
語
専
科
生
（
〜
一
九
八
一
年
五
月
）

職
　
歴

一
九
七
六
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

一
九
七
九
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
専
任
講
師
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一
九
八
四
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
八
七
年
一
〇
月　
　
　
　

ヨ
ル
ダ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
大
学
戦
略
研
究
セ
ン
タ
ー　

訪
問
研
究
員
（
〜
一
九
八
八
年
三
月
）

一
九
八
八
年　

三
月　
　
　
　

英
国
、
エ
ク
セ
タ
ー
大
学
政
治
学
科　

名
誉
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
〜
一
九
八
八
年
九
月
）

一
九
九
〇
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
（
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）

一
九
九
一
年　

四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
を
兼
ね
る
（
〜
二
〇
一
六
年
三
月
）

二
〇
〇
五
年
一
〇
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
学
生
総
合
セ
ン
タ
ー
長
（
〜
二
〇
〇
九
年
九
月
）

所
属
学
会

日
本
国
際
政
治
学
会
（
元
評
議
員
）、
日
本
中
東
学
会
、
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
（
元
監
事
）、
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学

会
、W

orld Congress of M
iddle East Studies

塾
内
外
で
関
与
し
た
主
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
中
東
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
政
治
体
制
の
比
較
研
究
」
一
九
八
九
年
度
〜
一
九
九
〇
年
度
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
北
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
経
済
自
由
化
と
民
主
化
の
比
較
考
察
」
一
九
九
七
年
度
〜
一
九
九
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤

研
究
Ｃ-

２　

文
部
科
学
省
・
日
本
学
術
振
興
会

「
多
文
化
多
世
代
交
差
世
界
の
政
治
社
会
秩
序
形
成
―
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
」
慶
應
義
塾
大
学
多
文
化
市
民
意
識
研

究
セ
ン
タ
ー
、　

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
〇
〇
三
年
度
～
二
〇
〇
七
年
度
）
事
業
推
進
担
当
者
、Journal of 

Political Science and Sociology(JPSS)

編
集
長
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「
ア
ジ
ア
の
な
か
の
中
東
：
経
済
と
法
を
中
心
に
」
文
部
科
学
省
「
世
界
を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
対
応
型
地
域
研
究
推
進
事
業
」（
エ
ジ

プ
ト
に
お
け
る
全
国
世
論
調
査
研
究
協
力
者
）、
二
〇
〇
八
年
一
月
～
二
〇
〇
九
年
三
月

「
市
民
社
会
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
教
育
研
究
拠
点
」
慶
應
義
塾
大
学
市
民
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
二
〇
〇
八
年
度
～
二
〇
一
二
年
度
）
事
業
推
進
担
当
者

「
中
東
に
お
け
る
政
治
変
動
と
政
治
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
変
化
に
関
す
る
研
究
」
文
部
科
学
省
「
人
文
学
及
び
社
会
科
学
に
お
け
る
共

同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推
進
事
業
」（
エ
ジ
プ
ト
で
の
全
国
世
論
調
査
研
究
協
力
者
）、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
～
一
二
月
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富
田
広
士
教
授
主
要
業
績

［
著
書
・
編
著
書
］

『
中
東
・
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
―
民
主
化
・
宗
教
・
軍
部
・
政
党
―
』（
共
編
著
）（
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
１
）

	

勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年
（
第
二
刷
・
一
九
九
五
年
）

『
地
域
研
究
と
現
代
の
国
家
』（
共
編
著
）	

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会 

、
一
九
九
八
年

『
北
東
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
経
済
自
由
化
と
民
主
化
の
比
較
考
察
』（
単
著
）

	

（
平
成
九
年
度
〜
平
成
一
一
年
度
科
学
研
究
費　

基
盤
研
究
Ｃ-

２
：
０
９
６
２
０
０
７
５　

研
究
成
果
報
告
書
）、
二
〇
〇
二
年

『
市
民
社
会
の
比
較
政
治
学
』（
共
編
著
）（
叢
書
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ-

Ｃ
Ｃ
Ｃ
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
21
）

	

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

［
事
典
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
］

『
世
界
政
治
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』	

有
斐
閣
、
一
九
八
二
年

『
大
百
科
事
典
』	

平
凡
社
、
一
九
八
四
年

『
ア
フ
リ
カ
を
知
る
事
典
』	

平
凡
社
、
一
九
八
九
年

『
現
代
政
治
学
事
典
』	

ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
九
一
年

『
世
界
民
族
問
題
事
典
』	

平
凡
社
、
一
九
九
五
年
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『
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
世
界
大
百
科
事
典
』	

日
立
デ
ジ
タ
ル
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
（
第
二
版
・
二
〇
〇
〇
年
）

『
新
訂
増
補　

ア
フ
リ
カ
を
知
る
事
典
』	

平
凡
社
、
一
九
九
九
年
（
新
版
・
二
〇
一
〇
年
）

『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』	

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年

［
論
文
］

「
ア
メ
リ
カ
の
対
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
策
―
一
九
四
一
年
〜
一
九
四
五
年
―
」	

『
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
九
号
、
一
九
七
八
年

「
エ
ジ
プ
ト
の
議
会
制
度
と
そ
の
課
題
」	

『
中
東
通
報
』
中
東
調
査
会
、
第
二
七
四
号
、
一
九
八
一
年

「
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
」	

『
法
学
研
究
』（
遠
峰
四
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集
）
第
五
四
巻
第
三
号
、
一
九
八
一
年

「
エ
ジ
プ
ト
経
済
開
発
政
策
の
問
題
点
―
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
・
ナ
ー
セ
ル
政
権
―
」

	

『
現
代
中
国
と
世
界
―
そ
の
政
治
的
展
開
―　

石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
』
慶
應
通
信
、
一
九
八
二
年

「
サ
ダ
ト
政
権
の
国
内
『
自
由
化
』
政
策
―
一
九
七
四
年
〜
一
九
七
八
年
―
」

	

『
国
際
政
治
』（
中
東
：
一
九
七
〇
年
代
の
政
治
変
動
）
第
七
三
号
、
一
九
八
三
年

“The D
ecline of Legitim

acy in Sadatʼs Egypt: 1979-1981

”

	

『
ア
フ
リ
カ
研
究
』
日
本
ア
フ
リ
カ
学
会
編
、
第
二
七
号
、
一
九
八
五
年

「
エ
ジ
プ
ト
・
サ
ダ
ト
政
権
初
期
の
国
内
政
治
︱
一
九
七
〇
～
七
三
年
︱
」

	

『
法
学
研
究
』（
石
川
忠
雄
教
授
退
職
記
念
号
）
第
六
〇
巻
第
一
号
、
一
九
八
七
年

「
中
東
に
お
け
る
軍
部
の
政
治
介
入
︱
ア
モ
ス
・
パ
ー
ル
ム
ッ
タ
ー
教
授
の
所
説
︱
」	

『
三
色
旗
』
第
四
六
九
号
、
一
九
八
七
年

「
ア
ラ
ブ
に
お
け
る
軍
部
の
政
治
介
入
︱
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
と
し
て
︱
」	

『
中
東
通
報
』
第
三
一
二
号
、
一
九
八
七
年

「
エ
ジ
プ
ト
・
一
九
五
二
年
革
命
に
お
け
る
社
会
経
済
改
革
の
位
置
」	

『
法
学
研
究
』
第
六
一
巻
第
五
号
、
一
九
八
八
年

「
ア
ラ
ブ
政
権
の
正
統
性
︱
ヨ
ル
ダ
ン
と
エ
ジ
プ
ト
︱
」	
『
法
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
九
号
、
一
九
八
九
年
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「
現
代
エ
ジ
プ
ト
の
歩
み
︱
オ
ラ
ー
ビ
ー
か
ら
ム
バ
ー
ラ
ク
ま
で
︱
」

	

歴
史
教
育
者
協
議
会
編
『
一
〇
〇
問
一
〇
〇
答
・
世
界
の
歴
史
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
〇
年

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ア
フ
リ
カ
の
対
ア
ラ
ブ
認
識
」	

小
田
英
郎
編
著
『
ア
フ
リ
カ
の
政
治
と
国
際
関
係
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
年

「
ナ
ー
セ
ル
、
サ
ー
ダ
ー
ト
両
政
権
と
エ
ジ
プ
ト
の
民
間
部
門
︱
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
リ
ー
氏
に
よ
る
研
究
の
整
理
︱
」

	
小
田
英
郎
・
富
田
広
士
編
『
中
東
・
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
︱
民
主
化
・
宗
教
・
軍
部
・
政
党
︱
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年

	

（
第
二
刷
・
一
九
九
五
年
）

「
中
東
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
性
︱
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
︱
」

	

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所N

ew
sletter

』
Ｖ
ｏ
ｌ
．４-

１
、
一
九
九
四
年

「
中
東
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
性
︱
ア
ラ
ブ
地
域
︱
」	

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
Ｎ
ｏ
．６
、
一
九
九
五
年

「
中
東
の
国
造
り
」	

『
三
色
旗
』
第
五
七
〇
号
、
一
九
九
五
年

「
一
九
六
〇
年
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
自
由
化
の
萌
し
」『
法
学
研
究
』（
賀
川
俊
彦
教
授
退
職
記
念
号
）第
六
八
巻
第
一
〇
号
、
一
九
九
五
年

「
経
済
自
由
化
萌
芽
期
の
対
外
環
境
︱
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
エ
ジ
プ
ト
︱
」

	

『
法
学
研
究
』（
小
田
英
郎
教
授
退
職
記
念
号
）
第
七
一
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年

「
開
発
戦
略
の
転
換
と
政
府
主
導
性
︱
エ
ジ
プ
ト
、
一
九
六
四
年
〜
六
七
年
︱
」

	

富
田
広
士
・
横
手
慎
二
編
『
地
域
研
究
と
現
代
の
国
家
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年

「
世
界
の
食
糧
問
題
」	

『
三
色
旗
』
第
六
一
九
号
、
一
九
九
九
年

「『
ア
ラ
ブ
社
会
主
義
』
の
再
検
討
」『
Ｃ
Ａ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
ｏ
．
一
〇
〇
、
二
〇
〇
〇
年

「
エ
ジ
プ
ト
、
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
期
の
開
発
政
策
︱
一
九
六
五
年
〜
一
九
六
六
年
︱
」

	

『
法
学
研
究
』（
山
田
辰
雄
教
授
退
職
記
念
号
）
第
七
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年

「
イ
ラ
ク
危
機
に
際
し
て
」	

中
東
調
査
会
編
『
イ
ラ
ク
問
題
と
日
本
人
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三
年

「
９
月
11
日
事
件
を
ど
う
見
る
か
」	

『
三
色
旗
』
第
六
六
三
号
、
二
〇
〇
三
年
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“Developm
ent Policy under Zakaria M

uhi al-D
inʼs Cabinet: 1965-1966,

” Keio Journal of Politics V
ol.12, 2003

	

（「
エ
ジ
プ
ト
、
ザ
カ
リ
ア
・
モ
ヒ
エ
ッ
デ
ィ
ー
ン
内
閣
期
の
開
発
政
策
︱
一
九
六
五
年
〜
六
六
年
︱
」）

	

（『
法
学
研
究
』
第
七
五
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
二
年
の
英
訳
）

“Perspective on the 9/11 Incident: Islam
ism

 and M
iddle Eastern Society,

” Journal of Political Science and Sociology 
V

ol.1, 2004
、
慶
應
義
塾
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ-

Ｃ
Ｃ
Ｃ　

慶
應
義
塾
大
学
多
文
化
市
民
意
識
研
究
セ
ン
タ
ー

	

（「
九
月
一
一
日
事
件
を
ど
う
見
る
か
」『
三
色
旗
』
第
六
六
三
号
、
二
〇
〇
三
年
の
英
訳
）

「
中
東
に
お
け
る
市
民
社
会
論
の
展
開
︱
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ア
ラ
ブ
世
界
と
イ
ラ
ン
︱
」

	
山
本
信
人
編
『
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
比
較
研
究
︱
市
民
社
会
を
め
ぐ
る
言
説
と
動
態
︱
』

	

（
叢
書
21
Ｃ
Ｏ
Ｅ-
Ｃ
Ｃ
Ｃ　

多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態　

11
）、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年

「
ア
ラ
ブ
の
春
」	

『
三
色
旗
』
第
七
〇
九
号
、
二
〇
〇
七
年

「
主
要
３
宗
派
か
ら
み
る
レ
バ
ノ
ン
市
民
の
対
外
態
度
」

	

小
林
良
彰
・
富
田
広
士
・
粕
谷
祐
子
編
『
市
民
社
会
の
比
較
政
治
学
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年

“Com
parative Political A

w
areness of Cairo and Lebanese Citizens: A

 Report on the 2005 Lebanese and 2007 
Egyptian Public O

pinion Surveys

”	

『
法
学
研
究
』
第
八
三
巻
第
六
号
、
二
〇
一
〇
年

“Islam
ism

, Egyptian N
ationalism

, or A
rabism

?: Com
parison of the 2007 Survey of the Greater Cairo A

rea and the 
O

pinion Survey in Egypt 2008

”	

『
日
本
中
東
学
会
年
報
』
二
七-

一
号
、
二
〇
一
一
年

「
ア
ラ
ブ
の
民
主
化
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
」（
座
談
会
―
ア
ル
モ
ー
メ
ン
・
ア
ブ
ド
ー
ラ
、
池
内
恵
、
畑
中
美
樹
、
奥
田
敦
） 

	

『
三
田
評
論
』
一
一
四
九
号
、
二
〇
一
一
年

「
大
統
領
選
挙
後
の
エ
ジ
プ
ト
」	

『
三
田
評
論
』
一
一
六
〇
号
、
二
〇
一
二
年
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「
ア
ラ
ブ
民
主
化
の
行
方
︱
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
に
︱
」（
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
学
研
究
所
講
演
会
講
演
録
）　

	

『
法
学
研
究
』
第
八
六
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年

「
ア
ラ
ブ
の
春
と
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」	

『
三
色
旗
』
第
八
〇
三
号
、
二
〇
一
五
年

“Egyptiansʼ Consensus Form
ation Checked against T

heir Political Culture

”

	

『
法
学
研
究
』
第
八
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
六
年

［
翻
訳
］

ナ
ズ
ィ
ー
フ
・
ア
ユ
ー
ビ
ー
「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
お
よ
び
湾
岸
諸
国
に
お
け
る
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
と
政
軍
関
係
」

	

小
田
英
郎
・
富
田
広
士
編
『
中
東
・
ア
フ
リ
カ
現
代
政
治
―
民
主
化
・
宗
教
・
軍
部
・
政
党
―
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年

	

（
第
二
刷
・
一
九
九
五
年
）

ム
ス
タ
フ
ァ
・
カ
ー
ミ
ル
・
ア
ッ
サ
イ
ー
ド
「
中
東
の
市
民
社
会
」（
今
井
真
士
と
の
共
訳
）

	

小
林
良
彰
・
富
田
広
士
・
粕
谷
祐
子
編
『
市
民
社
会
の
比
較
政
治
学
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年


